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縄文晩期の集団墓

里帰り展 2024「ただいま！長竹遺跡の縄文展」にようこそお越しく
ださいました。今回のテーマとした加須市長竹遺跡では、縄文時代の後・晩
期（約 4,000 年～ 2,900 年前）の盛土を伴う巨大な集落が見つかり、多くの
注目を集めました。令和６年３月にすべての発掘調査報告書が刊行されたこの機
会に、長い眠りから覚めた先人達の贈り物が、みなさまのもとに帰ってきました。

みなさまには「おかえり！」という想いで迎えていただけると幸いです。
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加須市大越に所在する長竹遺跡は、利根川右岸の加須低
地に位置します。発掘調査では、細長い調査区から南北二
か所の盛土が確認されました。これらは、縄文時代後・晩
期の「環状盛土遺構」であることがわかりました。

「環状盛土遺構」は 1990 年代、小山市寺野東遺跡の調査
で初めて明らかになりました。その後、埼玉県内でも東部
地域を中心に発見されています。盛土は、廃絶した竪穴住
居を一度埋めて整地され、そこへ新たな竪穴住居を建てる

集落の後半期（約 3,000 年前頃）には、集落の中央と北
盛土から多くの長方形の穴が見つかり、これらは墓跡と考
えられています（「土壙」や「墓坑」と呼びます）。中央の
墓群は居住域から独立しています。墓坑の向きを揃える、
直交させる、また隣の墓坑と近接させる、一部を重ねると
いった配置上の特徴がありました。中央墓群の第 277 号土
壙では、手足を伸ばした状態で埋葬された壮年女性の人骨
が見つかりました。頭部付近から副葬品と見られる土器が
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日
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南盛土から、一辺が 11ｍを超える巨大な竪穴建物跡が発
見されました。この建物は規模が大きいばかりでなく、複
数の大型の炉を備え、床に焼土を貼る特殊な構造をもって
いました。長期にわたって、同じ場所に建て直され、建て
直す際には、祈りや呪いの道具を遺して火を放つなど、儀
礼を執行する主導的立場の人物の住居と考えられます。
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長竹遺跡の周辺環境 ( 南東上空より）長竹遺跡の周辺環境 ( 南東上空より）

大型竪穴建物跡（第 43 号住居跡）大型竪穴建物跡（第 43 号住居跡）

北盛土の土層と住居跡の関係

密集する晩期の集団墓 第 277 号土壙
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1

土器片が出土し縄文人の足跡を確認できる1 長竹ムラのはじまり2 盛土の形成はじまる3 中央墓群（集団墓）が造られる4

2 3 4

・第 413 集　『長竹遺跡Ⅰ』（2014）
・第 440 集　『長竹遺跡Ⅱ』（2018）
・第 441 集　『長竹遺跡Ⅲ』（2018）

・第 461 集　『長竹遺跡Ⅳ』（2020）
・第 482 集　『長竹遺跡Ⅴ』（2020）
・第 483 集　『長竹遺跡Ⅵ』（2024）
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長竹遺跡

※古い竪穴住居（■■）は低く、新しい住居（■■）ほど高い位置にあります
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長竹遺跡
佐野式

大洞式

安行式
姥山式

前浦式
天神原式

Ⅰ縄文人の器

Ⅱ縄文人の道具

Ⅲ縄文人の装い  Ⅳ縄文人の祈りの道具

鍋＝煮炊きの土器（深鉢）

長竹では他の地域の

特徴を持った土器が

出土しました。

交流の証です。

狩りの道具

首飾り

耳飾り 石棒
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土を掘る

粉砕・脱 殻

木を伐る・削る

その他の道具

いろいろなかたちの土器 土器の底

他地域の影響を受けた土器

石冠
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仏具の独鈷杵
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この名が

つきました

冠のような形のため
この名がつきました

何に使われたのかナゾです

繊細です！

人面は何をおもう？
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